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1. はじめに 

現在光学材料の特性評価のために計測を行う

場合，JIS 規格により基準波長が規定されるた

め，放電ランプやレーザーなどが光源として利

用されている．ところが，それらの光源はラン

ニングコストや材料の環境安全性等に問題が

あり，選択できる波長が限られる．一方，本研

究室では干渉計により試料各界面で得られる

干渉信号をフーリエ変換することで反射光の

電界スペクトルを取得する空間分解分光を考

案した[1]．これまで，ゼラチン層や樹脂層、層

構造を持つポリエステルフィルムに対して空

間分解分光に成功している[2,3]．今回は，試料

の幾何学長を別途計測せず，屈折率を求めるこ

とを実験的に確認した．また，広帯域なスーパ

ーコンティニューム光源の全帯域を用いて計

測を行う．本稿では光ガラスの屈折率スペクト

ル計測を行った結果を報告する． 

2. 実験方法 

厚さ 200μmの光ガラス(BK7)に対して，SC 光

源の全帯域にて空間分解分光をする実験を行

った．実験系を Fig. 1 に示す．干渉計はタイム

ドメイン方式であり，モーターにより参照ミラ

ーを連続掃引し，He-Ne レーザーによりデー

タ取得のタイミングを決定した．まず試料を挿

入せず，ミラーのみで干渉信号を取得する．次

に試料を挿入して干渉信号を取得し，各干渉ピ

ークをそれぞれ分離し，それ以外を 0 で置換し

たデータを作成した．このように空間的に分離

させたものに対してフーリエ変換を行い，算術

的な処理を行うことで試料の屈折率スペクト

ルを算出した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

3. 実験結果 

実験により得られた試料の干渉信号をFig. 2に

示す．(a)が試料挿入時，(b)が試料を挿入してい

ない時に得られたものである．Fig. 2(a)と(b)の

ミラーの位置は試料の光学長分の差がある．得

られた 4 つの干渉ピークを分離し，それぞれに

FFT 処理を行う．そこから算出された試料の屈

折率スペクトルを Fig. 3 に示す． 
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Fig. 3 Measured refractive index spectrum of the 

glass sample. 

Fig. 2 Tomographic images of (a) glass sample 

combined with second reference mirror 

and (b) second reference mirror without 

sample. 
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Fig. 1 Optical setup of the proposed method. 
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